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   The present authors conducted some fundamental experiments on Cosa-Tetracyn, 
examined its clinical efficacy and reached the following conclusion: 
   1) After oral administration, blood level reached the peak at two to three hours and 
effective blood level was maintained up to six to eight hours. 
   2) The application of 21 cases of various urogenital infection, the course of 18 was 
able to be followed. Efficacy was notable except 1, that was doubt of perinephritis. 



















薬剤 の出現が期 待され たのである.
今般Pfizerから発売 されたCosa-Tetacyn
はTetracynにGlucosamineを添加 した も
ので,此 は メタ燐酸 ソーダの場 合の様 にNaの
蓄積 を来す事 のない,体 内に常 に生理 的に存在
す る物質であ り而 も腸管か らの吸収 は極めて少
い ものである.吾kの 教室 でもP丘zerか ら試
供品の提供 を受けたので,種 々の尿 路感染症 に










800 重松 ・餓 島 ・大 森 一 泌搬 器 科懸 域 に 於け る{⊃◎sa。TetracyRの慈 絹
生 理 的 役 割 は来 だ 解 明 の途 上 に あ るが,Heparin,ピ
アyVPtン酸,瓢 琶£◎鮮 破e雛 等 の組 材 と して生 化 学 的
に 重要 な 地 位 を 占め て い る.又Glucosamineは
G雑e◎seと ほ 異 棲陽 管 か らの 級 叡 纏少 く旦つ 極 め て
緩 除 で あ り従 つ て急 性,慢 性 の毒 性 が極 め て 少 い と云
う利 点 が あ る.
Cosa-TetracynはTetracy11250mgにGlucosa-
mine25{}mgを添 加 した もの で,そ の露 中 濃 度 はM.
Carlozzi,Welch,Stone等は 皆Tetracynの 約2
倍 を 示す こ とを 報 告 し てい る。
血中濃度に就いて
Pfizer研究 所 のM.Carlozzi,St◎ne,Welch,等
はCosa・TetracynはTetracynの約2倍 の血 中 濃
度 を 簿 る事 を 綴 じ,又 本 郊 で も藤 井,谷 奥,串 沢,そ
の 他の報 告 が見 られ るが,吾 々 も同様 に し て血 中 濃度
の灘 定 を行 つ た.躍 ち 健旗 成 入 男女 各5倒 に259mg
1回経 口投 与,及 び500mg1回 経 口投与 を聖 腹 時 に
行 いそ の血 中濃 度 を追 求 した.そ の詳 細 は 第1,2,
3,4図 に 示す 如 くで,250mg1圃 経 口投 与 の場 含
は1時 悶 昌贋 に1.9'・・2.lmcg/ccで,2時問 羅は2.4
～2.7mcg/ccに達 し,4時 間 目には2.9～3.lmcg/cc
に至 る.そ の後 漸 次減 少 す るが,8時 間 後 も尚1.7～
2.1mcg/ccを示 して い る.δ00mg1園 投与 の場 合 は
1時間 目は2.1～2.3mcg/ccで,250mg投与群 と大
差 を認 め な いが,2時 間 目には 急 激 に上 昇 し て5.4～
5.6mcg/ccに達 し,4時 間 国まで上 昇 し て最 高5.9～
6.lmegfccを示 す ぶ.そ れ 以緩 嫁 嶽 次減 少 す る.然 し
8時 間 後 も尚4.o・一・4.3mcg/ecの有 効 血 中濃 度 を 保 持
す る.こ れ をTetraCyc}lneのメ タ燐 酸 ソー ダ複 合 体
と比べ る と第3,4図 の如 くで,内 服 後1時 間 目は や
や 劣 るが2時 悶 昌以縫 はG悪c◎samine添加 剤 の方 が
急 速 な増 加 を示 し,谷 奥 等 の 報告 と可 成 り近 似 し た成
績 カミ得 らkた.劔 れ に して もTetraCycllne単猿 の
血 中 濃度 に 比べ る と,2時 間値 を最 大 と して平 均L5
～2僑 の血 中 濃度 が 得 られ ,又 よ く有 効 血 中 濃度 を持
続 し,CarlOzziその 他の 成 績 に略 一致 してCosa-
Tetracynの優 れ た性 質 を賜 示 し てい る もの と思 われ
る.
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球(-H-),上皮細 胞(粁),Cosa-Tetracyn1日4錠
2日間 の投 与 に よ り頻 尿,排 尿 痛 は 完全 に消 失 し 尿沈
渣鏡検所 見 も著 し く改 善 され た.
第13例65才,δ,前 立腺 肥 大症 術 後 膀 胱炎.
前立腺 肥大 症 にて 摘 除 術 後尿 意 頻 数,排 尿 痛 を訴
う,尿 は強 く混濁 し,鏡 検 上大 腸 菌(粁),膿 球(骨),
依つ てCosa-Tetracyn1日4錠2日間 投 与 す るに 自
覚症状 は軽快す る も尚尿 中 に大 腸 菌 を認 む.前 立腺 手
術後 の膀 胱炎 は種 々の治 療 に可 成 り抵抗 す るため に継
続治療 が望 ましい が,通 院 を 中止 し た ため に そ の後 の
治療 は行つ てい な い.
第15例27才,♀,尿 管 結石 載 石術 後 の 発熱.
尿管結 石載 石術 後後Penicillin,Theradiazilleを
連続使用 し ていた が,術 後1週 間 目に発 熱 す 故 に
Chloramphenicol1日4錠宛3日 間 投 与 し たが 解 熱
せず,直 ち ににCosa-Tetracynに変 更 し1日4錠 宛
4日間投 与す.6錠 投 与 後 よ り漸 次下 熱 し始 め,多 少
発赤を認め た術 創 部 も発赤 消 槌 し術 後16日で退 院 せ し
め得 た.
第18例18才,♂,急 性 副 畢丸 炎.
数 日前 か ら突 然左 陰褒 部 の発 赤 ・腫 脹 を 認 め,同 時
に自発痛 著 し き為 に 来 診 した もの で あ る.ボ ール水 に
よる湿 布を 行 うと共 にPenicillin30万単 位 宛3日 間
使用す る も自,他 覚的 症状 は 軽減 しな い の でCosa-
Tetracynに変 更 し,1日4錠 を4日 間投 与 す る と,
腫脹は著 明に減 退 し 自発痛 もな く,極 く軽 度 の圧 痛 を
認め るの み となつ た.
第20例38才,♀,腎 周 囲炎 の疑 い.
右 側腹部 の疹 痛 と微 熱 を主 訴 とし て来 診 す 。諸 検 査
の結 果右腎 周 囲炎 を疑 いPenicillin,Brystacycline,
そ の他 の抗 生物 質 を使 用 した が 全 く反 応 せ ず,尿 中 に
大腸菌,膿 球 を認 め た.故 にCosa-Tetracyn1日4
錠を3日 間投 与 した が症 状 全 く変 化 な く投 薬 中 止 す.
無効例 であ る.
総括及び考按




について基礎的,臨 床的実験成績 の大 要を述 べ
たが,そ れを概括 し 若干の考 察 を加 えてみる
と・先ず血中濃度を高 めるについて添加剤 とし
てGlucosamineを選 んだ過程 についてはCar-




Tetracycline燐酸塩複 合体 の4者 に就いて血
中濃度の測定を行 つた結 果,Glucosamineを添
加 したものに於 て最 も優秀 な 結果 を得,Anti-
bioticMedicineandClinicalTherapyの誌
上に明かに した,此 の事実 はWelchに よつて
も確め られ,又 前にも述 べた如 く本 邦に於 ても
藤井,谷 奥,柳 下,中 沢,そ の他 の諸氏 に よつ
て報告 されてい る所 であるが,吾 々の行 つた小
実験 でも此等 の既 に発表 された成績に近似 した





膚科領域 の感染症に応用 され,叉Stoneそ の
他(NewyorkMedica1College)にょって婦
人科感染症 に応用 され,何 れ もAntibiotic
MedicineandClinicalTherapyに発表 され
たのを始 め本邦で も小張,柳 下,藤 井,中 沢,
谷 奥,小 野等諸氏 に よつ て急性伝染病,小 児科
,皮 膚科,泌 尿器科,婦 人科 領域 に於け る治 験
例 が報ぜ られ夫 々優秀な成績 を得 ると共 に認 む
べ き副作用のない事が特筆 されている,吾 々も
21例の尿路感染症 及び術後感染症 に使用 し,基
礎 的実験に よつて得 た可能性を実証 した事は前
に述べたが,更 めてその成績 を再検討 してみ る
と,
1.急性淋3例 中2例は著効を奏 したが他の
1例は投薬後来診せず 経過の詳細 は 不明であ
る.然 し本例は著効を奏 した1例 の妻であるの
で恐 らく自覚症状の消槌が通院中止の原因と考







に効果の判定は因難で,最 低使用量,治 療 日数
を決定する根拠 となるものは得 られなかつた.


























Pfizerの新 し いAntibioticsであ るCosa一
Tetracynに関す る若干 の基礎 的実験 と尿路感
染症 に対す る臨床的応用 の結果,次 の如 き結論
を得 た.
1)Glucosamineは血 中濃度上昇及びそれ
を持続 せ しめる とい う点 で極 めて優秀 であ る.
2)21例の尿路感染症 患者 中経過 を観察 し得
た18例では無効は1例 に過ぎなかつた.淋 菌性
疾患 では29の 投与で菌 の消失 を認め,又 大腸
菌性膀胱炎 にも有効で ある.
3)副 作用 として稀 に下痢,悪 心,嘔 吐等 の
テ トラサ イク リン通有の胃腸症状 が報告 されて










5)中 沢 ・岡 ・村 山:コ サ ・テ ト ラ シ ン 文 献 集
(第一 集)
5)藤 井 ・市 橋 ・南 谷 ・紺 野:コ サ ラ}ラ シ ン
文 献 集(第 一 集)








































































































〃 2 (++) (一)



















fever Penicillin E.coli 〃 4.5 (++) (一)
postoperatic








〃 4 (++) (一)
〃 4 (++) (一)
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